
 

二学期の振り返り 
 

二学期、様々な行事を実施しました。本校の令和 6 年度のスローガンである「Connect：つ

なぐ・つながる」に則り、地域社会や様々な機関との「つながり」を生む活動、また、児童・生徒

の将来へ「つながる」ことも意識し、進路指導・進路支援にも積極的に取り組んできました。 

デジタルの学びと並行して体験的な学習を大切にし、実際に「ふれる」「みる」「きく」学びにも

取り組み、「生きる力」の育成を目指しています。 

 

スポーツ教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸川区との連携 

10月 19 日（土）・１１月３０日（土）と、江戸川区と連携し、パラスポーツ交流会が行われまし

た。 

11月 30日 

Ｓ部門・Ｎ部門合同で実施をしました。 

Ｎ部門とＳ部門の児童・生徒が交流し、ボッ

チャを楽しみました。普段なかなか関わる

機会の少ない友達とスポーツを通して触

れ合うことができ、充実した取組となりま

した。 

 

 

１０日１９日 

Ｓ部門の児童・生徒対象に行わ

れました。マイティポールやボル

レッチを用いて、ストレッチを行

ったり、ボールを使ったゲーム

を行なったりする中で、地域の

方とのコミュニケーションを楽し

む様子が見られました。 



外部との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀江車両電装株式会社や東京ヴェルディと連携し、大型野球盤（ユニバーサル野球）や

サッカー教室を実施しました。 

Ｎ部門中学部の生徒が上一色中学校の生徒と交流し、大型野球盤＝ユニバー

サル野球を行いました。上一色中学校の生徒の力強い声援を受けて、本校中

学部生徒も気合が入ったようです。笑顔あふれる活動となりました。 

東京ヴェルディの方に講師として来ていただき、サッカー教室を行いました。 

導入から様々なゲーム性のあるウォーミングアップに取り組む中で、生徒たちも徐々

に体も心もほぐれて、意欲的にサッカーの体験を行うことができました。 



プロスポーツ選手との交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸川区を拠点としている日本パラバドミントン協会と連携し、出前授業に来ていただ

きました。 

実際にパラバドミントン国際大会の観戦に行ってきました。 

日本パラバドミントン連盟アンバサダーの島田務選手に御来校いただきました。パラバドミ

ントンを通じて「共生」について体験的に、学ぶことができました。 

１０月２２日、Ｓ部門中学部・高等部のＣグループが代々木第一体育館で行われたパラバドミ

ントン国際大会の観戦に行ってきました。トップ選手の車いすさばきやスマッシュに感嘆し

たり、メガホンなどの応援グッズを用いて大きな声で日本人選手を応援したりするなど、心

から楽しみ、学習しました。 



移動動物園（動物のふれあい事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月3日（火）・５日（木）の二日間で、江戸川区環境財団様及び江戸川区篠崎ポニーランド、江戸川

区自然動物園と連携し、移動動物園を実施しました。ＴＣＡ東京ＥＣＯ動物海洋専門学校の学生さんもボラ

ンティアで参加してくださいました。参加者は児童生徒４８７名、内約９０名の児童・生徒がポニーの乗

馬体験を行いました。また、保護者の方や近隣の関係機関の方は、計７０名程御参加いただきました。 

学校のグラウンドにポニーが登場、体育館にはウサギとモルモットが待っており、児童・生徒は驚き

と喜びでいっぱいな様子でした。 

体育館の中では、自然動物園のうさぎとモルモット。「かわいいね！」「思ったより大き

い！」と児童・生徒から気づきの発言がたくさん出ていました。 

デジタルの学びと並行し、「自然に触れ合うこと」や「実際に見る、聞く」といった体験的

な学びも大切にしています。 

 

 



進路指導・進路支援 

１２月３日から９日まで「障害者週間」ということで、タワーホール船堀にて江戸川区就労フェア

が行われました。高等部Ｄグループが参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船堀駅を降りると駅

前では、白鷺特別支援

学校の生徒による販売

ブース。元気の良い呼

び込みで溢れていまし

た。 

 

 
ホールでは、はじめに日本理化学工業株式会社  社長 大山

隆久様の御講演がありました。社員９６名の内障害者の雇用が

６９名 粉の出ない現代版チョークの開発を行っている会社で

す。 

「皆働社会の実現」に向けて、大事にしている理念や具体的な

工程改革についてのお話がありました。 

 

イベント会場は、江

戸川区の各事業所

のブースが立ち並

ぶ中、「キットパスを

使って自由に絵を

描こう」のコーナー

もありました。 

 

自分で気になった事業所のブースへ行

き、説明を聴いたり、実際にパソコンを

操作したりと意欲的に参加しました。

最後に、面接ブースにて面接体験に参

加することができました。 

緊張しながらも、自分たちの将来に向

けて考える良い学習の機会となりまし

た。次年度はN部門中学部も参加でき

るよう計画を立てていきます。 

 



大学との連携 

 東京未来大学及び東京電機大学と連携し、理工系の研究と連携し、デジタル教材の開発に連

携して取り組んでいます。医療的ケアや自立活動について知ってもらい、特別支援教育の啓発

にもつなげています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタルを活用した学び 

 

 

 

 

パソコンの画面と足の踏み台のスイッチが連

動しています。 

足でスイッチを押すと、画面のある道をどん

どん進んでいき、左右から教職員が「がんばっ

てー」「フレーフレー！」と応援している動画や

音声が流れます。 

一歩進むごとにカラフルな花火も打ち上がり

ます。 

八王子特別支援学

校、村山特別支援学

校と共同で、「理科」

と「道徳」でデジタル

共同学習を実施し

ています。 

記録シートを作成

し、学習の評価を行

いながら改善を図っ

ています。 

 

東京都の事業「芸術

教育推進事業」デジタ

ル表現に関る芸術教

育推進校の指定を受

け、東京デザイナーア

カデミーの講師に来

校していただき、デジ

タルアートの授業を

実施しています。 



防災教育の強化 

一泊二日宿泊防災訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一泊二日宿泊防災訓練を実施しました。日中の学習として、消防署と連携し、消火器体

験、煙ハウスなどに取り組んでいます。夜は避難所設営、非常食体験を行い、翌朝、引き

渡し訓練を行いました。実際の発災時を想定し、最低限の教員数で対応する訓練を行い

ました。 

 

夏季休業中に、拡大危機管理研修を実施しました。 

福祉避難所開設を想定し、避難所設営や非常用トイレ、非常用発電機の動作研修及び非

常食調理の確認などを行いました。大規模災害に備えて、教職員全員で取り組みまし

た。 

 



備蓄品の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

備蓄品全ての賞味期限を

表に明記しています。 

非常食は、普通食・形態食

の他、御家庭に協力いた

だき、個々の児童・生徒の

アレルギー対応食を備蓄し

ています。 

 

ス―パーのバックヤードにあるような大

型のカゴ車を導入し、1日分の食糧、飲

料、衛生用品（災害用トイレ、体拭きシー

ト等）少ない教職員体制でも 

・誰でもどこに何があるか分かる 

・女性教員でも運搬できる 

ように工夫をしています。 

校長室前の廊下に大規模災害時における備蓄品につ

いての詳細を掲示しています。いつ何時起こるか分

からない南海トラフ地震に備えて、生活指導部の教

員不在時、どの教員でも備蓄品の保管場所がわかる

ことや、児童・生徒の緊急時薬などの対応ができるよ

うにしています。 



地域の防災訓練への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11 月 17 日（日）、本一色自治会主催の防災訓練に生活指導部教員が参加しました。様々な

訓練に参加し、「自助・共助」の大切さを改めて学びました。今後も地域との連携をより深め

ていきます。 

 
マンホールトイレ 

下水道管路にあるマンホールの上

に簡易な便座を設置したもので

す。 

本一色自治会では、井戸水を用い

て、マンホールトイレの水が流れる

仕組みとなっています。 

 

かまどベンチ 

ベンチの座面を外すと、かまどに

なっています。 

チャッカマンやライター等があれ

ば、非常時に火をおこすことがで

きます。 

 

煙ハウス・消火器訓練 

煙ハウスの体験では、実際の火災時の足場の悪さを体験

することができます。 

消火器を使った訓練では、地域の方々が積極的に体験し

ていました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通報連絡 

通報連絡ブースでは、通報する際のポイントとして、正しい住所

を伝えることや、もし出先での通報で住所が分からない際は、自

販機や電柱などに番地が載っていること、それでも分からなけれ

ば近くに見える大きな建物などを伝えることが大事であるなど

を学びました。また、火災時などは、通報した場所に留まらず速

やかに避難することについても学ぶことができました。 

 

心肺蘇生法（ＡＥＤ） 

心肺蘇生法訓練では、心臓マ

ッサージ、ＡＥＤの使い方に

ついて見本を見た後、実際に

体験を行いました。 

 

ソーラー発電・ガスボンベ式発電機 

江戸川区では、ソーラー発電を取り入れています。 

ガスボンベ式発電機は、捜査が比較的簡単で、扱いや

すく、本校でも導入しています。 

発災時、非常用の電源を確保することは医療的ケアの

必要な児童・生徒の命を守るためにも必要不可欠で

す。 

炊き出し訓練 

地域の学生ボランティア

も加わっての炊き出し訓

練がありました。レトルト

カレー、レトルト白米など

が配られます。 



給食試食会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 13日、両部門小学部 1年生保護者対象に、給食試食会を実施しました。コロナ禍で実

施できていなかったため、実に 4年振りの開催となりました。 

5 名の保護者の方に御

参加いただきました。ス

ライドを用いて、本校の

給食について御説明さ

せていただきました。 

普通食の他、形態食についても紹介させていただ

きました。 

本校の形態食は、児童・生徒の実態に合わせて、

「初期食」・「中期食」・「後期食」と提供しています。 

これからも、安全安心でおいしい給食を児童・生徒

に届けていきます。 


